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地域創造部会
報告者 村田 浩平 部会長

東海大学 農学部 教授

地域創造部会
の目的と
６つの事業

【目的】
大学コンソーシアム熊本
加盟機関と行政・産業界・
市民等との連携を促進し、
地域のシンクタンクとして
の取り組みを行います。

❶環境整備活動

❷男女共同参画推進連携事業

❸障がい学生支援連携事業

❹くまもと県民カレッジ 「キャンパスパレア」

❺熊本を深く知るための企画事業

❻地域課題解決のための企画事業
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❶環境整備活動
熊本城二の丸広場清掃

実施日 ：令和４年１２月４日 （日）

９：００～１０：３０

実施場所：熊本城二の丸広場

参加者：５２名／６機関

地域創造部会

❷男女共同参画推進連携事業

「ＬＧＢＴｓセミナー」の開催
❖実 施 日：令和４年１１月１６日（水）

❖実施方法：オンライン

❖対 象：大学コンソーシアム熊本 男女共同参画推進連携委員会、
各加盟機関の学生支援に関わる教職員及び
関心を持つ学生

❖参 加 者：６４名(教員１２名、職員１２名、学生４０名)

❖テ ー マ ：大学におけるLGBTs（ダイバーシティを含む）支援

～大学生活で当事者 が感じる困難と大学の対応～

❖講 師：

三浦 暢久氏 （ＮＰＯ法人カラフルチェンジラボ 代表理事）

小川 奈津己氏 （中央大学ダイバーシティセンター コーディネーター） セミナーの様子

地域創造部会
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❸障がい学生支援連携事業

第１回 障がい学生支援連絡協議会
❖実施日：令和４年７月２５日(月)
❖実施場所：オンライン
❖参加者：１４名

第２回 障がい学生支援連絡協議会「事例発表会」
❖実施日：令和４年１１月２８日(月)
❖実施場所：熊本大学 黒髪北地区

全学教育棟３階 大教機構会議室
❖参加者：１２名
❖発表者：熊本学園大学 井上 貴雄氏

（インクルーシブ学生支援センター事務室長）

熊本保健科学大学 岩村 純子氏
（学生相談・修学サポートセンターオーガナイザー）

地域創造部会

❸障がい学生支援連携事業
第３回 障がい学生支援連絡協議会「勉強会」

❖実施日：令和５年３月６日（月）１４：００～

❖実施場所：熊本大学 黒髪北地区
くすの木会館レセプションルーム

❖対 象：大学コンソーシアム熊本障がい学生支援
連絡協議会担当者、各加盟機関の学生支援
に関わる教職員

❖参 加 者：２２名

❖演 題：

「大学生の発達障害
〜支援とメンタルヘルスの問題の併存について〜」

❖講 師：城野 匡先生
（熊本学園大学 社会福祉学部福祉環境学科 教授）
専門分野／一般精神医学 児童思春期精神医学

地域創造部会
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❹くまもと県民カレッジ「キャンパスパレア」
実施日 ：令和４年７月２９日（火）～令和４年８月３１日（水）

実施場所 ：くまもと県民交流館パレア１０階各会場

主 催 ：熊本県生涯学習推進センター

共 催 ：大学コンソーシアム熊本

内 容 ：１２機関から１３講座

○中国における儒教・仏教・道教とそれらのアジアへの広がり

尚絅大学 准教授 黄 蘊 先生

○食育×英語 ～Vio先生のルーマニアの食文化入門～

熊本県立大学 准教授 田尻 美千子 先生

○水の不思議

東海大学 教授 福﨑 稔 先生

他１０講座

地域創造部会

❺熊本を深く知るための企画事業
地域創造部会

❖実 施 日：令和４年１０月６日（木）１６：００～１７：３０

❖実施方法：オンライン（Ｚｏｏｍ）

❖対 象：大学コンソーシアム熊本加盟機関教職員、学生

❖講 師：申 明直 氏

熊本学園大学 外国語学部 東アジア学科 教授
熊本学園大学 大学院 国際文化研究科長

❖参 加 者：４５名
（学生２０名、教職員２３名）

❖録画視聴：２７９回

講演会の開催
テーマ 「熊本フェアトレードの現在とローカル・フェアトレードへの展望」
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❻地域課題解決ための企画事業
「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」

１．日 時 令和４年１１月１９日（土）１３：００～１８：００

２．場 所 熊本大学 黒髪北キャンパス 文法学部本館Ａ１及びＡ２教室

３．対象者 大学コンソーシアム熊本加盟機関に所属する学生個人、ゼミ・研究室・

サークルなどのグループで、期日までにエントリーシートを提出した者

４．地域課題

【熊本県】令和２年７月豪雨の被災地域における地域の持続を

実現するための取組みについて

【熊本市】政令指定都市移行１０年 今後の熊本市のあり方について

５．発表方法 パワーポイントによるプレゼンテーション

６．審査項目 各項目５点、計４０点満点

①共感性(住民のニーズ)、②実現かつ持続可能性、③独創性、

④プレゼンテーション力（構成力／表現力）

地域創造部会

１）コンソ事務局から、熊本県、熊本市へ地域課題の提出を依頼・・・２月２２日（火）

２）熊本県、熊本市から地域課題提出・・・３月１８日(金)

３）コンテストの周知および地域課題の提示・・・４月１３日(水)

４）エントリー受付

•地域課題は、熊本県または熊本市のいずれかひとつを選択。

•「エントリーシート」に必要事項を記入しメールにて事務局へ提出。

５）エントリーのための説明会の実施 (オンライン）・・・５月２０日（金）１８：００～１９:００
•昨年参加した先輩からのアドバイス等

６）エントリー締切・・・５月３１日（火）

•エントリー件数：熊本県１０件、熊本市２５件

•九州看護福祉大学、九州ルーテル学院大学、熊本学園大学、熊本県立大学、熊本高等専門学校、熊本大学、崇城大学、東海大学の８校からエントリーあり

７）事前説明会の実施（オンライン）・・・６月２１日(火) １８：００～１９:００ 地域課題への取組み方等

８）活動実施期間・・・エントリー後～１０月１１日(火)迄の約５か月。

９）政策アイデア提出物締切日・・・１０月１１日（火）

10）一次審査(動画)の実施・・・１０月１７日（月）～１０月２８日（金）※熊本市の課題のみ実施

発表会までのスケジュール
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❖地域課題

令和２年７月豪雨の被災地域における
地域の持続を実現するための取組みに
ついて

❖審査員

【熊本県】
企画振興部 政策審議監 深川 元樹 氏
球磨川流域復興局 主幹 河野 浩一 氏

【熊本経済同友会】
繊月酒造株式会社
代表取締役社長 堤 純子 氏

【地域創造部会員】
尚絅大学・尚絅大学短期大学部
准教授 黄 蘊 委員

❖発表者

①所属名(学校名）

②氏名またはグループ名

③タイトル

発表会(審査会) 【熊本県 会場】

①熊本高等専門学校
②板東 和寿
③人と人、内と外を繋ぐ
憩いの場

～球磨村に設ける地域
内外多目的交流拠点～

①熊本県立大学
②チーム白くま
③くま❣LOVE～シビックプ
ライド醸成計画～

①熊本県立大学
②演習室３

③企業誘致を利用した持
続可能な村づくり～球磨
村の人口と所得を高め
る地域づくり～

①熊本大学
②三牧 亮介

③自治体の株主制度によ
る被災地域の持続的発展
～北海道東川町の成功例
から～

①熊本学園大学
②西釜 千尋

③八代よかとこよっといで
政策～人の力が復興力～

❖地域課題

政令指定都市移行１０年
～今後の熊本市のあり方について～

❖審査員

【熊本市】
政策局 総合政策部長 黒木 善一 氏
政策企画課 主査 西尾 晃一 氏

【熊本経済同友会】
西嶋コーポレーション株式会社
専務取締役 西嶋 公一 氏

【地域創造部会員】

熊本高等専門学校 研究主事
教授 清田 公保 委員

❖発表者

①所属名(学校名）

②氏名またはグループ名

③タイトル

発表会(審査会) 【熊本市 会場①】

①九州ルーテル学院大学
②松本 恋芽

③新町・古町地区の町屋
再生事業

～若者が定住するための
「リノベーション」～

①熊本大学
②熊大SHIP
③文化が生み出す「まちなか
回遊」〜もっと！もーっと！寄
りたくなるくまもっと！～

①熊本県立大学
②TEAM 熊本男児
③人の集まる街 熊本
～観光×DXで作る新しい
熊本の観光～

①熊本県立大学
②眞鍋 楓華

③若者が目的をもって自
分らしく生きていける社会
「目的教育」の提案～

①熊本大学
②KAART（カート）

③くまポートで起こす交通
革命～渋滞ゼロを目指し
て～

①熊本県立大学
②きなこプロジェクト（きれ
いになまごみこんぽすと）

③生ごみコンポストで健康
的な循環型のまちづくり
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発表会(審査会) 【熊本市 会場②】

①熊本学園大学
②坂上智哉ゼミＣ班

③くまもと城下町巡りスタ
ンプラリー〜熊本市の観
光と経済の活性化を目指
して〜

①九州看護福祉大学
②ライフステージ口腔保健実習
③1歳半児のむし歯を減らすに

は？〜熊本市と新潟市を比較
して〜

①熊本県立大学
②西森ゼミ

③大学生による出前講座
～より多くの人が暮らしや
すい熊本市を目指して～

①崇城大学
②熊本市北区連携
プロジェクト子供班

③北区活き活き ｃhildren♪
～子供が活躍できる社会づ
くり～

①崇城大学
②北区福祉グループ

③くまもとよかまちプロジェ
クト～世代間交流を活用し
た新たなまちづくりのあり
方

①熊本大学
②法学部 2年
③光のまち 熊本市～昼
と夜2つの表情を楽しめる
景観作り～

💛学生ボランティアについて

発表会（審査会)当日、熊本大学、熊本県立技術
短期大学校、尚絅大学、東海大学、平成音楽大
学から計８名が参加し、受付業務、ビデオ撮影、プ
レゼンテーション時間の計時、得点集計など、地
域創造部会委員スタッフをサポートしました。

各賞受賞者（熊本県課題） ２．.熊本経済同友会賞

熊本県立大学 演習室３

『企業誘致を利用した持続可能な村づくり～

球磨村の人口と所得を高める地域づくり～』

３．大学コンソーシアム熊本賞

熊本県立大学 チーム白くま

『くま❣ＬＯＶＥ ～シビックプライド醸成計画～』

４．.審査員特別賞

熊本学園大学 西釜 千尋

『八代よかとこよっといで政策

～人の力が復興力～』

１．熊本県賞 熊本高等専門学校 板東 和寿

『人と人、内と外を繋ぐ憩いの場

～球磨村に設ける地域内外多目的交流拠点～』
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各賞受賞者（熊本市課題） ２．.熊本経済同友会賞

九州ルーテル学院大学 松本恋芽

『新町・古町地区の町屋再生事業

～若者が定住するための「リノベーション」～』

３．大学コンソーシアム熊本賞

熊本大学 ＫＡＡＲT（カート）

『くまポートで起こす交通革命～渋滞ゼロを目指して～』

４．.審査員特別賞

崇城大学 北区福祉グループ

『くまもとよかまちプロジェクト

～世代間交流を活用した新たなまちづくりのあり方～』

１．熊本県賞 熊本大学 熊大ＳＨＩＰ（シップ）
『文化が生み出す「まちなか回遊」

〜もっと！もーっと！寄りたくなるくまもっと！～』


